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御
国
が
来
ま
す
よ
う
に 

 
 
 

助
任
司
祭
ナ
ジ
・
エ
デ
ル
ベ
ル
ト
ウ
ス 

 

典
礼
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
元
旦
は
普
通
の
カ

レ
ン
ダ
ー
の
終
り
ご
ろ
に
当
た
り
ま
す
。
待

降
節
の
始
ま
り
の
日
曜
日
の
事
で
す
。
ク
リ

ス
マ
ス
の
歌
が
待
降
節
の
前
つ
ま
り
前
の
年

間
の
終
り
頃
、
あ
る
普
通
の
店
で
先
に
流
さ

れ
ま
し
た
。
お
客
様
の
買
い
物
気
分
を
高
め

る
た
め
に
流
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
イ
エ
ス
様
が
多
く
の
人
に
喜
び
を
与
え

る
事
が
わ
か
る
時
に
、
感
謝
の
気
持
ち
も
ち

ら
っ
と
わ
き
出
る
と
感
じ
た
事
が
あ
り
ま

す
。
イ
エ
ス
様
に
よ
る
救
い
を
記
念
す
る
喜

び
の
あ
る
音
楽
は
、
多
く
の
人
に
力
を
つ
け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
神
の
国
が
出

来
、
そ
し
て
始
ま
る
気
が
し
ま
す
。 

さ
て
待
降
節
と
言
え
ば
自
分
は
あ
る
詩
編

を
思
い
出
し
ま
す
。
と
言
い
ま
す
と
「
私
は

静
か
に
神
を
待
つ
私
の
救
い
は
神
か
ら
来

る
」
と
言
う
詩
編
で
す
。 

静
か
と
は
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
と
言
う
意
味

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
パ
ン
や
馬
や
王

様
に
信
頼
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
神
に
信
頼

を
よ
せ
る
の
で
す
。
代
々
イ
ス
ラ
エ
ル
の

人
々
は
、
エ
レ
ミ
ア
に
よ
る
神
の
言
葉
を
心

に
留
め
ま
し
た
「
エ
レ
ミ
ア
33
・
14
」
。

主
は
わ
れ
ら
の
救
い
と
い
う
意
味
あ
る
名
前

を
持
つ
方
を
待
ち
臨
ん
だ
人
は
多
く
い
ま
し

た
が
、
ふ
と
思
い
出
し
た
の
は
シ
メ
オ
ン
と

ア
ン
ナ
の
事
で
す
。
二
人
は
長
い
年
月
を
掛 

 

次
頁
へ
つ
づ
く 

2009.11.15 七五三のお祝い 

平日のミサ時刻： 

月曜日・水曜日・木曜日・土曜日 午前７時 

第２水曜日 午後2時30分 子供のミサ（マリア館） 

火曜日 午後７時 

金曜日 午前１０時    初金曜日 午後7時 

聖体礼拝： 土曜日 午後5時30分 

主日のミサ時刻： 

土曜日 午後２時３０分 

日曜日 午前８時・９時３０分・午後６時 
Sunday: 
9:30 am Mass in English (Maria Kan－Hall) 
第４日曜日 午後２時 ベトナム語のミサ  
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け
て
神
殿
で
祈
り
な
が
ら
、
公
平
と

正
義
を
持
っ
て
国
を
治
め
る
方
で
あ

る
イ
エ
ス
様
を
静
か
に
待
ち
ま
し

た
。
シ
メ
オ
ン
は
イ
エ
ス
「
エ
レ
ミ

ア
33
・
16
」
と
言
う
幼
子
の
名
前
を

耳
に
し
た
時
、
神
の
忠
実
を
思
い
出

し
て
喜
ん
で
歌
い
ま
し
た
。
ク
リ
ス

マ
ス
は
シ
メ
オ
ン
の
よ
う
に
喜
び
祝

う
べ
き
神
の
業
の
記
念
で
す
。
人
間

に
対
し
て
神
の
忠
実
さ
に
基
づ
い
た

出
来
事
だ
か
ら
で
す
。 

 
 
 

年
ご
と
に
私
達
は
待
降
節
を
迎
え

ま
す
が
、
そ
れ
は
た
だ
イ
エ
ス
様
の

誕
生
の
記
念
日
を
祝
う
準
備
だ
け
で

な
く
、
イ
エ
ス
様
来
臨
の
準
備
に
も

な
り
ま
す
。
私
達
が
、
神
の
計
ら
い

の
内
に
あ
っ
て
、
神
か
ら
イ
エ
ス
様

に
よ
る
力
を
頂
い
て
救
い
の
完
成
に

向
か
っ
て
歩
み
、
生
活
す
る
の
で

す
。
主
の
再
臨
を
意
識
し
な
が
ら
、

シ
メ
オ
ン
と
ア
ン
ナ
の
よ
う
に
待
降

節
を
祈
り
の
期
間
に
す
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

「
神
を
拝
み
な
さ
い
」
と
イ
エ
ス

様
が
サ
タ
ン
に
言
わ
れ
た
よ
う
に

「
マ
タ
イ
４
・
10
」
、
知
ら
ず
に
ク

リ
ス
マ
ス
の
歌
が
好
き
に
な
っ
た

方
々
を
始
め
、
す
べ
て
の
人
の
心
に

イ
エ
ス
様
の
御
心
が
生
き
る
よ
う
に

願
い
な
が
ら
、
今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス

を
喜
び
の
内
に
迎
え
ら
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
の
救
い
を
願

い
、
私
達
は
主
の
日
を
待
ち
望
み
ま

す
。 

 

日
時 

12
月
６
日 

 

11
時
20
分
～
12
時
35
分 

場
所 

司
祭
館
１
階
集
会
室 

司
祭
団
よ
り 

○
聖
堂
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
、
酒
井
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
新
し
い
も

の
に
交
換
し
た
。 

○
「
お
通
夜
と
葬
儀
の
式
次
第
」
が

出
来
上
が
っ
た
。 

○
初
め
て
教
会
を
訪
れ
る
人
の
た
め

に
「
聖
堂
内
で
の
マ
ナ
ー
」
と
い
う

冊
子
を
現
在
作
成
し
て
い
る
。
内
容

に
つ
い
て
運
営
委
員
会
で
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
。 

○
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
つ
け
（
塔
に

上
っ
て
の
高
所
作
業
）
は
危
険
な
の

で
毎
年
業
者
に
委
託
し
て
い
る
が
、

電
動
ウ
ィ
ン
チ
（
５
、
６
万
円
程

度
）
を
購
入
す
る
な
ど
、
安
全
を
確

保
し
つ
つ
安
価
に
で
き
る
方
法
を
今

後
検
討
し
た
い
。 

○
12
月
20
日
の
９
時
半
ミ
サ
終
了

後
、
ダ
ル
ク
の
募
金
活
動
（
毎
年
恒

例
）
が
あ
る
。 

○
12
月
24
日
の
16
時
ミ
サ
後
お
よ

び
、
25
日
の
朝
10
時
ミ
サ
後
、

A
JU

に
よ
る
ブ
ド
ウ
酒
販
売
が
行
わ

れ
る
。 

報
告
事
項 

１
．
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

 

９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
城
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
集
い
に
つ
い
て
意
見
交

換
、
会
計
報
告
が
行
わ
れ
た
。
環
境

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
（
シ
ー
ゲ
ル

神
父
、
広
田
奈
津
子
さ
ん
）
は
好
評

で
あ
っ
た
が
、
宣
伝
不
足
や
カ
ト

リ
ッ
ク
ら
し
さ
が
欠
け
て
い
た
の
で

は
、
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。 

 

信
徒
協
理
事
会
よ
り
、
今
年
度
の

世
界
祈
祷
日
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

合
同
）
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
側
が
当
番

と
な
り
、
３
月
５
日
（
金
）
に
城
北

橋
教
会
で
行
わ
れ
る
旨
報
告
が
あ
っ

た
。 

 

宣
教
司
牧
評
議
会
よ
り
、
カ
ト

リ
ッ
ク
障
害
者
連
絡
協
議
会
（
カ
障

連
）
の
次
期
大
会
を
二
〇
一
二
年
７

月
14
日
か
ら
15
日
、
名
古
屋
に
て

開
催
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

来
年
度
の
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
集
い

は
二
〇
一
〇
年
９
月
26
日
に
膳
棚

教
会
で
開
催
。
内
容
は
年
間
テ
ー
マ

を
も
と
に
今
後
検
討
す
る
。 

２
．
納
骨
堂
管
理
委
員
会 

 

11
月
８
日
に
半
田
教
会
と
合
同
慰

霊
祭
を
開
催
。
終
了
後
、
マ
リ
ア
館

に
て
半
田
教
会
と
南
山
教
会
の
主
任

司
祭
お
よ
び
信
徒
組
織
の
代
表
者
、

担
当
者
で
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
祭

壇
、
献
花
台
、
扉
改
修
等
に
つ
い

て
、
業
者
と
相
談
し
て
作
成
し
た
見

積
も
り
を
提
示
し
た
。
今
後
、
半
田

教
会
の
検
討
を
経
て
両
教
会
で
調
整

を
進
め
て
い
く
。 

３
．
教
区
デ
ー
の
取
り
組
み 

 

11
月
29
日
、
約
25
名
が
参
加
。
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か
ち

合
い
を
行
っ
た
。
来
年
は
11
月
28

日
実
施
予
定
で
、
当
教
会
か
ら
神
戸

さ
ん
が
実
行
委
員
に
な
っ
た
。
「
よ

り
楽
し
い
」
も
の
に
し
て
い
き
た

い
。 

 

審
議
事
項 

１
．
ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
サ
に
関
係
す

る
事
項 

 

当
日
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
南

山
高
校
男
子
部
と
南
山
小
学
校
の
駐

車
場
の
使
用
許
可
を
得
た
。
駐
車
場

の
整
理
係
は
ヨ
セ
フ
会
と
ボ
ー
イ
が

分
担
す
る
。 

 

パ
ー
テ
ィ
準
備
に
関
わ
る
方
は
教

会
中
庭
、
そ
の
他
早
く
来
ら
れ
る
方

は
男
子
部
や
南
山
小
学
校
の
駐
車
場

を
利
用
し
、
教
会
駐
車
場
（
聖
堂
外

周
）
は
体
の
不
自
由
な
方
や
初
め
て

来
ら
れ
る
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
駐
車
場
所

第
八
回
運
営
委
員
会
議
事
録 
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の
地
図
（
一
方
通
行
箇
所
も
示
す
）

と
と
も
に
、
来
週
以
降
の
「
教
会
の

お
知
ら
せ
」
の
プ
リ
ン
ト
で
周
知
し

て
い
く
。 

 

な
お
、
駐
車
場
は
明
る
く
し
て
お

い
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。 

 

パ
ー
テ
ィ
の
準
備
に
つ
い
て
は
、

有
志
を
募
っ
て
実
行
す
る
こ
と
を
決

定
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
順
調
に
協

力
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
運
営
委
員

長
が
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
る
が
、

女
性
側
の
「
窓
口
」
と
な
る
人
が
い

た
方
が
よ
い
と
の
意
見
が
あ
り
、
そ

の
役
割
を
今
枝
さ
ん
と
笠
原
さ
ん
に

お
願
い
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

２
．
バ
ザ
ー
収
益
の
配
分
に
つ
い
て 

 

笠
原
実
行
委
員
長
よ
り
、
11
月
22

日
に
開
催
さ
れ
た
バ
ザ
ー
実
行
委
員

会
の
報
告
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
審
議

お
よ
び
ボ
ク
ダ
ン
師
の
了
承
を
も
と

に
、
約
90
万
円
の
収
益
金
の
寄
付

先
と
金
額
の
按
分
案
が
提
案
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
こ
れ
を
承
認
し
た
。

配
分
先
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
ま
た
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
に
関
係
し
て
い
る
団
体
で

あ
る
こ
と
、
当
教
会
信
者
が
関
わ
り

を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
条
件

が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
配
分
の
一
部
は
当
教
会
の

「
災
害
対
策
基
金
」
に
積
み
立
て
る

が
、
こ
の
基
金
の
目
的
や
使
い
方
等

に
つ
い
て
明
文
化
し
て
お
い
た
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
、
担
当
の
委
員

会
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。 

 

来
年
度
以
降
の
バ
ザ
ー
へ
向
け
て

の
申
し
送
り
と
し
て
、
洗
い
場
付
近

の
仮
設
シ
ー
ト
と
柱
の
設
置
、
ご
み

処
理
の
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
し
、

必
要
な
予
算
を
措
置
す
る
。 

３
．
新
成
人
の
お
祝
に
つ
い
て 

 
元
旦
の
ミ
サ
で
３
名
の
新
成
人
を

お
祝
い
す
る
予
定
。
そ
の
後
、
マ
リ

ア
館
に
て
関
係
者
に
よ
る
パ
ー

テ
ィ
。 

４
．
二
〇
一
〇
年
教
区
年
間
テ
ー
マ

を
受
け
た
小
教
区
の
具
体
的
取
組
み 

 

司
教
年
頭
書
簡
の
発
行
と
同
時

に
、
小
教
区
の
具
体
的
な
取
り
組
み

の
案
を
募
集
し
、
２
月
の
運
営
委
員

会
で
最
終
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。 

５
．
そ
の
他 

財
務
委
員
会 

来
年
度
予
算
案
の
策

定
に
む
け
て
、
各
会
の
予
算
の
増
、

減
額
の
希
望
等
あ
れ
ば
今
年
中
に
教

会
事
務
所
に
提
出
し
て
ほ
し
い
。 

 

各
会
報
告 

１
、
典
礼
委
員
会 

 

11
月
８
日 

死
者
の
た
め
の
祈

り
、
八
事
納
骨
堂
で
の
ミ
サ
。 

 

11
月
15
日 

七
五
三
の
祝
福
。 

 

11
月
22
日 

入
門
式
。 

 

12
月
６
日 

宣
教
地
司
祭
育
成
の

日
。
神
言
神
学
院
神
学
生
ら
と
共
に

９
時
半
の
ミ
サ
を
捧
げ
た
。 

 

12
月
13
日 

共
同
回
心
式
。
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
サ
。 

 

12
月
20
日 

典
礼
委
員
会
。 

 

ク
リ
ス
マ
ス
の
ミ
サ
時
間 

24
日

は
16
時
、
20
時
、
24
時
。
25
日
は

10
時
。 

 

年
末
年
始
の
ミ
サ
時
間 

31
日
は

23
時
、
元
旦
は
10
時
。 

 
 

２
、
ヨ
セ
フ
会 

 

12
月
13
日
に
第
５
回
の
班
長
会
を

開
催
す
る
。 

３
、
マ
リ
ア
会 

 

樹
（
い
つ
き
）
の
会
会
長
金
森
さ

ん
が
例
会
に
出
席
。
バ
ザ
ー
用
品
の

お
礼
と
会
員
募
集
さ
れ
た
。 

 

遠
足
の
会
計
報
告
が
さ
れ
た
。 

 

新
年
会
は
、
１
月
15
日
（
金
）
11

時
よ
り
マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て
行

う
。
会
費
は
千
八
百
円
。
女
性
の
方

は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

４
、
英
語
ミ
サ 

 

12
月
24
日
の
20
時
ミ
サ
は
日
英
合

同
で
、
一
朗
読
と
一
共
同
祈
願
は
英

語
の
予
定
。 

 

１
月
31
日
は
日
英
合
同
ミ
サ
。 

 

５
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト 

 

親
子
ハ
イ
ク
は
無
事
終
了
。
11
月

28
日
（
土
）
東
海
自
然
歩
道
を
歩

く
。
参
加
30
名
。 

 

12
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り

マ
リ
ア
館
ホ
ー
ル
に
て
第
45
団
と

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
。
エ
デ
ィ
師
に

講
話
を
依
頼
す
る
。 

 

12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ミ
サ

で
の
駐
車
場
整
理
手
伝
い
、
三
名
程

度
を
予
定
。
午
後
七
時
よ
り
。 

 

１
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
よ
り

新
年
餅
つ
き
大
会
を
開
催
。
一
般
参

加
も
自
由
。 

 

２
月
26
日
か
ら
28
日
の
予
定
で
岐

阜
県
朴
の
木
平
ス
キ
ー
場
へ
冬
季
訓

練
。
参
加
30
名
を
予
定
。 

６
、
聖
ラ
ザ
ロ
村
友
の
会 

 

年
末
ま
で
に
、
ご
挨
拶
と
会
計
報

告
の
郵
送
を
行
う
。 

７
、
教
会
学
校 

 

11
月
15
日 

七
五
三
の
お
祝
い

は
、
こ
ど
も
部
屋
と
教
会
学
校
保
護

者
の
方
々
の
献
身
的
な
ご
奉
仕
に
よ

り
滞
り
な
く
終
了
し
た
。 

８
、
こ
ど
も
部
屋 

 

12
月
第
２
水
曜
日
の
こ
ど
も
部
屋

は
な
し
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
21
日

（
月
）

14
時
半
か
ら
マ
リ
ア
館

ホ
ー
ル
に
て
行
う
。 
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Ｂ
・
ノ
ヴ
ァ
ク
神
父 

 

３
・
２ 

イ
エ
ス
の
洗
礼 

 

３
・
２
・
１
イ
エ
ス
が
使
命
を
受
け

入
れ
て
、
そ
れ
を
始
め
る 

 

「
ア
ン
ナ
ス
と
カ
イ
ア
フ
ァ
と
が
大

祭
司
で
あ
っ
た
と
き
、
神
の
言
葉
が

荒
れ
野
で
ザ
カ
リ
ア
の
子
ヨ
ハ
ネ
に

降
っ
た
。
そ
こ
で
、
ヨ
ハ
ネ
は
ヨ
ル

ダ
ン
川
沿
い
の
地
方
一
帯
に
行
っ

て
、
罪
の
赦
し
を
得
さ
せ
る
た
め
に

悔
い
改
め
の
洗
礼
を
宣
べ
伝
え

た
。
」
ル
カ 

3
:
2
-
3 

  

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
授
け
た
悔
い
改

め
の
洗
礼
は
、
罪
の
告
白
と
神
の
掟

を
守
る
、
つ
ま
り
神
の
み
旨
に
適
っ

て
生
き
る
と
い
う
決
心
が
伴
う
償
い

の
儀
式
で
し
た
。
こ
の
洗
礼
を
受
け

る
直
接
の
目
的
と
い
う
の
は
、
メ
シ

ア
の
到
来
の
た
め
の
準
備
で
し
た
。

イ
エ
ス
は
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
し
、
自
分
自
身
が
メ
シ
ア
で

あ
っ
た
の
で
、
こ
の
洗
礼
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
洗
礼

者
ヨ
ハ
ネ
の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
た

（
マ
タ
21
・
32

）
大
勢
の
罪
人
の

中
に
入
る
こ
と
は
、
完
全
に
清
い
方

で
あ
っ
て
、
何
よ
り
も
罪
を
憎
ん
だ

イ
エ
ス
に
と
っ
て
非
常
に
苦
し
い
こ

と
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

 

洗
礼
を
受
け
る
た
め
に

近
づ
い
た
イ
エ
ス
を
見
た

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
驚
い

て
、
イ
エ
ス
の
依
頼
を
断

ろ
う
と
し
た
と
き
、
イ
エ

ス
は
こ
う
言
わ
れ
ま
し

た
。
「
今
は
、
止
め
な
い

で
ほ
し
い
。
正
し
い
こ
と

を
す
べ
て
行
う
の
は
、

我
々
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と

で
す
。
」
（
マ
タ 

3

・

15

）
イ
エ
ス
は
言
わ
れ

た
「
正
し
い
こ
と
」
と
い
う
の
は
、

父
で
あ
る
神
の
み
旨
を
行
う
こ
と
に

他
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
は

罪
び
と
の
中
に
入
ら
れ
て
、
彼
ら
と

同
じ
よ
う
に
悔
い
改
め
の
洗
礼
を
受

け
ら
れ
た
、
つ
ま
り
償
い
の
儀
式
を

行
っ
た
の
は
、
父
で
あ
る
神
が
そ
う

望
ま
れ
た
た
め
で
し
た
。
神
が
求
め

ら
れ
た
の
は
、
イ
エ
ス
が
あ
が
な
い

の
業
、
つ
ま
り
人
間
を
罪
の
奴
隷
状

態
か
ら
解
放
す
る
業
を
こ
の
よ
う
に

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 

度
々
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
と
愛
の
契

約
を
結
ば
れ
て
、
何
回
も
イ
ス
ラ
エ

ル
人
の
罪
を
赦
し
た
神
は
、
罪
人
さ

え
も
愛
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
や
、
罪

を
犯
し
た
人
は
、
こ
の
罪
を
痛
悔

し
、
そ
れ
か
ら
離
れ
た
い
と
望
め

ば
、
必
ず
赦
し
て
く
だ
さ
る
と
示
さ

れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル

人
が
絶
え
ず
神
と
結
ん
だ
契
約
を

破
っ
た
り
、
罪
に
戻
っ
た
り
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
示
し
た
の
は
、
人
間
が

完
全
に
心
を
開
い
て
神
の
愛
を
永
久

に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
な
か
な
か
出

来
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
人
間
は
神
と
和
解
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
わ
け
で
す
。
ま
た

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
歴
史
が
示
し

て
い
る
の
は
、
人
間
に
は
、
神
の
愛

に
愛
を
も
っ
て
応
え
る
こ
と
が
出
来

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
結
果
と

し
て
、
人
間
は
神
と
一
致
し
て
、
自

分
の
存
在
の
目
的
に
達
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な

人
々
の
と
こ
ろ
に
神
は
イ
エ
ス
を
遣

わ
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
神
が
御
独

り
子
を
こ
の
世
に
遣
わ
さ
れ
た
の

は
、
彼
が
人
間
に
な
っ
て
、
つ
ま
り

人
間
性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
の
人
と
結
ば
れ
て
か

ら
、
全
人
類
の
名
に
よ
っ
て
、
そ
れ

と
も
も
っ
と
厳
密
的
に
言
え
ば
一
人

ひ
と
り
の
名
に
よ
っ
て
、
罪
の
暗
闇

の
中
か
ら
神
の
愛
に
愛
を
も
っ
て
応

え
る
た
め
な
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
神
と
人
類
と
の
間
の
和
解
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
永
遠
に
続
く

新
し
い
契
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
同
時
に

イ
エ
ス
は
神
の
愛
に
忠
実
に
生
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
罪
を
赦

す
こ
と
の
出
来
る
神
の
愛
、
ま
た

は
、
人
間
を
あ
ら
ゆ
る
罪
の
奴
隷
状

態
か
ら
解
放
す
る
こ
と
の
出
来
る
神

の
愛
を
す
べ
て
の
人
々
に
現
す
こ
と

 
愛
と
苦
し
み
（
そ
の
11
） 

人
間
の
癒
し
の
源
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
受
難
と
復
活 
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 を
神
が
望
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
イ
エ
ス
が
悔
い
改
め
の
洗
礼
を

受
け
た
瞬
間
は
、
神
が
イ
エ
ス
を
罪

び
と
の
手
に
引
き
渡
す
瞬
間
で
あ
る

と
言
え
る
わ
け
で
す
。
ま
た
は
、
イ

エ
ス
の
方
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
れ

は
、
全
人
類
の
罪
の
結
果
を
受
け
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
か
ら
預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
預

言
し
た
通
り
に
罪
人
の
手
の
中
に
苦

し
む
僕
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ

き
り
と
意
識
し
な
が
ら
イ
エ
ス
が
こ

の
使
命
を
受
け
入
れ
る
瞬
間
で
し

た
。
イ
エ
ス
に
と
っ
て
悔
い
改
め
の

洗
礼
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
神

の
小
羊
の
役
割
を
受
け
入
れ
る
、
つ

ま
り
す
べ
て
の
人
の
罪
の
た
め
の
い

け
に
え
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
そ
れ
は

イ
エ
ス
の
へ
り
く
だ
り
の
瞬
間
で
も

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
意
味
で

は
、
水
の
洗
礼
は
、
血
の
洗
礼
、
つ

ま
り
イ
エ
ス
の
も
っ
と
大
き
な
へ
り

く
だ
り
で
あ
っ
た
十
字
架
の
死
を
先

取
り
し
て
い
る
と
ま
で
言
え
ま
す
。 

参
照
： 

マ
タ
3
・
13
～
17
、 

ヨ
ハ
1
・
29
～
34 

 

（
つ
づ
く
） 
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月
29
日
９
時
半
の
ミ
サ
後
、
マ
リ

ア
館
ホ
ー
ル
に
て
、
教
区
デ
ー
の
取

り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
教
区
デ
ー

に
は
、
司
教
様
の
年
頭
書
簡
を
も
と

に
小
教
区
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
総

括
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
聖
人
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の

分
か
ち
合
い
で
し
た
。
ボ
ク
ダ
ン
神

父
様
の
導
き
で
、
20
名
超
の
参
加
者

が
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
分
か
ち
合
い

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中
で
出

て
き
た
こ
と
を
全
体
で
共
有
し
ま
し

た
。 

 

出
て
き
た
こ
と
の
う
ち
の
い
く
つ

か
を
列
挙
し
て
み
ま
す
。 

○
聖
人
の
中
の
聖
人
は
、
イ
エ
ス

様
。
様
々
な
聖
人
の
姿
は
、
イ
エ

ス
様
の
聖
性
の
一
つ
の
次
元
を
表

し
て
い
る
。
イ
エ
ス
様
に
学
ぶ
こ

と
が
も
っ
と
も
大
事
で
あ
る
。 

○
イ
エ
ス
様
の
生
涯
は
悲
劇
的
と

思
っ
た
が
、
ボ
ク
ダ
ン
神
父
様
の

勉
強
会
で
マ
ル
コ
の
福
音
を
読
ん

だ
と
き
、
元
気
な
イ
エ
ス
様
が
浮

か
ん
で
き
た
。 

○
日
常
の
生
活
を
丁
寧
に
し
て
い
く

こ
と
が
聖
人
の
生
き
方
に
つ
な
が

る
も
の
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。 

○
毎
日
の
生
活
が
祈
り
で
あ
る
。 

○
掃
除
も
祈
り
に
な
っ
て
い
る
。 

○
四
木
会
が
主
催
し
て
行
わ
れ
た
パ

ウ
ロ
の
映
画
の
３
時
間
は
、
参
加

す
る
前
は
長
い
と
思
っ
た
が
、
良

か
っ
た
。 

○
お
知
ら
せ
を
聞
い
て
使
徒
行
録
を

読
ん
だ
。
知
る
こ
と
を
求
め
て
き

た
が
、
学
ぶ
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
と
め
た
い

と
思
っ
た
が
、
う
ま
く
ま
と
ま
ら

な
か
っ
た
。
で
も
、
聖
霊
に
ま
か

せ
て
出
席
し
て
み
よ
う
と
思
っ

た
。 

○
司
祭
年
を
き
っ
か
け
に
ビ
ア
ン
ネ

の
伝
記
を
読
ん
だ
。 

○
パ
ウ
ロ
の
本
の
お
も
だ
っ
た
も
の

を
読
め
た
の
は
、
パ
ウ
ロ
年
の
お

か
げ
。
パ
ウ
ロ
を
身
近
に
感
じ

た
。
本
を
通
じ
て
聖
人
と
近
づ
け

た
。 

○
名
古
屋
教
区
に
も
３
千
人
の
殉
教

者
が
い
る
。
そ
の
３
千
人
の
ほ
と

ん
ど
は
一
般
信
徒
。
信
徒
が
し
っ

か
り
役
割
を
果
た
し
て
い
た
ら
し

い
。 

○
日
本
26
聖
人
の
殉
教
の
意
味
。

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
長
崎
へ
の
道

の
り
の
中
で
、
互
い
の
立
場
の
違

い
を
超
え
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

一
つ
に
な
っ
て
い
く
過
程
で
も

あ
っ
た
ら
し
い
。 

 

と
て
も
す
べ
て
は
書
き
き
れ
ま
せ

ん
。 

 

来
年
は
、
教
区
と
し
て
の
行
事
が

あ
る
よ
う
で
す
。 

   

 
 
 

教
区
デ
ー 
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11
月
８
日
15

時
か
ら
、
八
事
霊

園
に
あ
る
半
田
教
会
南
山
教
会
共
同

納
骨
堂
前
に
て
合
同
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ボ
ク
ダ
ン
神
父
様
の
司

式
に
よ
る
ミ
サ
に
お
よ
そ
30
名
ほ
ど

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
サ
後

に
は
、
南
山
教
会
に
て
、
納
骨
堂
の

整
備
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
も
ち
ま

し
た
。
よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
祭
壇

や
献
花
台
の
整
備
、
扉
の
改
修
な
ど

を
進
め
る
予
定
で
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

伊
藤 

宗
太
郎 

  

去
る
11
月
28
日
（
土
）
に
97
団

の
ス
カ
ウ
ト
達
は
カ
ブ
、
ビ
ー
バ
ー

隊
を
中
心
に
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
を

行
っ
た
。
目
的
地
は
善
師
野
か
ら
犬

山
へ
抜
け
る
東
海
自
然
歩
道
の
山
道

を
家
族
と
子
供
と
も
ど
も
30
名
が
元

気
よ
く
踏
破
し
た
。
交
通
機
関
は
名

古
屋
地
下
鉄
と
名
鉄
を
利
用
し
た
。 

 
名
鉄
善
師
野
駅
を
下
車
し
て
、
す

ぐ
胸
突
き
八
丁
目
の
登
山
道
を
ハ

ア
ー
、
ヒ
ー
ヒ
ー
と
登
っ
た
。
石
が

ご
ろ
ご
ろ
の
山
道
で
い
さ
さ
か
き
つ

い
ハ
イ
キ
ン
グ
だ
。 

 

子
供
た
ち
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
、

元
気
づ
け
る
た
め
に
参
道
に
楽
し
い

ゲ
ー
ム
の
６
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
た
。

「
駅
名
当
て
」 

「
ロ
ー
プ
ゲ
ー

ム
」 

「
感
触
ゲ
ー
ム
」 

「
品
名
記

憶
ゲ
ー
ム
」
な
ど
数
多
く
の
関
所
を

ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
突
破
し

た
。 

 

お
昼
の
ス
カ
弁
を
継
鹿
尾
山
で
親

子
し
て
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、
元
気

を
盛
り
返
し
た
。 

 

最
後
は
日
本
最
古
の
木
造
の
犬
山

城
で
階
段
を
疲
れ
た
足
を
ひ
き
ず
っ

て
駆
け
登
っ
た
。
も
う
脚
は
ガ

タ
ガ
タ
で
、
帰
り
道
は
ヨ
タ
ヨ

タ
だ
。
だ
が
、
親
子
し
て
元
気

よ
く
全
員
夕
方
６
時
、
南
山
教

会
中
庭
に
着
い
た
。
お
疲
れ
さ

ま
！
お
父
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
！ 

 

524 教会は毎年、待降節の典礼を行いながら、メシアへの待望を再現します。キリスト者

は救い主の最初の来臨に向かう長期の準備に心を合わせながら、再臨への熱い待望を

新たにするのです。先駆者の誕生と殉教を祝うことで、教会は、「あのかたは栄え、

わたしは衰えねばならない」（ヨハネ3･30）というヨハネの願望を自分のものとしま

す。 

1095 以上の理由で、教会はとくに待降節と四旬節、わけても復活徹夜祭で、救いの歴史の

すべての重大な出来事を典礼の「今日」という場に立って読み直し、追体験します。

しかし、それが実際に効果あるものとなるためには、教会の典礼が表現し体験させて

いる救いの営みを「霊的に」理解できるように、カテケージスを通して信者を助ける

ことが必要です。  

カトリック教会のカテキズムより 

【
予
告
】 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
餅
つ
き
大

会 

 

日
時 

平
成
22
年
１
月
17
日 

 
 
 

午
前
10
時
～
お
昼
ま
で 

 

場
所 

南
山
教
会
中
庭 

 

内
容 

餡
こ
ろ
餅 

キ
ナ
粉
餅 

 
 
 

雑
煮
な
ど
食
べ
放
題 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。 

餅
つ
き
の
実
演
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

主
催 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

名
古
屋

97
団 

 

ボ
ー
イ
親
子
ハ
イ
ク
で
足
ガ
ク
ガ
ク
！ 

半
田
教
会
と
の
合
同
慰
霊
祭 



 

7 

12
月 

 8(火)無原罪の聖マリア 
25(金)主の降誕 
27(日)聖家族 

13(日)共同回心式 
24(木)主の降誕の前夜ミサ 

21:30クリスマス

パーティ 
25(金)10:00主の降誕ミサ 
31(木)23:00旧年感謝ミ

サ･新年の祝福 

 4(金)マリア会例会 
 6(日)運営委員会 
12(土)要約筆記付きミサ 
13(日)ボーイスカウトクリスマス会 
20(日)典礼委員会 
20(日)教会学校クリスマス会 
21(月)子ども部屋クリスマス会 

 

 6(日)宣教地司祭育

成の日(献金) 
10(木)司祭協議会 
13(日)14:00ｲﾝﾀｰﾅｼｮ

ﾅﾙｸﾘｽﾏｽﾐｻ 

1
月 

 1(金)神の母聖マリア・

世界平和祈願日 
 3(日)主の公現 
10(日)主の洗礼 

 1(金)10:00新年平和ミ

サ・成人式 
24(日)管区に予算書提出 

10(日)教会学校始業式 
13(水)14：30子ども部屋 
15(金)マリア会新年会 
17(日)運営委員会 
17(日)新春餅つき大会(ﾎﾞｰｲ) 
23(土)要約筆記付きミサ 
 (日)典礼委員会 
 (日)ヨセフ会新年会 

 1(金)世界平和の日 
10(日)信徒協｢司教を囲

む新年の集い｣ 
17(日)～25日ｷﾘｽﾄ教

一致祈祷週間 
21(木)司祭協議会 
31(日)児童福祉の日

特別献金 

 教会典礼歴 南山教会行事 各会活動 教区行事・その他 

 

受 洗 

転 入 

転 出 

 ようこそ 

 いつまでもお元気で  おめでとうございます 

  Tran Cong Anh Phuong 
  Mabe Shigeharu 

ﾍﾞﾙﾅﾃﾞｯﾀ  佐藤祐子 （豊橋） 

  使徒ﾖﾊﾈ  小林敬明 （恵方町） 

ﾏﾘｱ    小林須美子（恵方町） 

ﾌﾗﾝｼｽｺ   小林進一郎（恵方町） 

ﾌﾗﾝｼｽｶ   小林美果 （恵方町） 

 

南 
山 

句 

会 
  
 
 
 

平
成
二
十
一
年
十
一
月 

信  者  の  消  息 

     

か
さ
こ
そ
と
風
に
こ
ろ
げ
る
蔦
落
葉 

と
く
子 

喪
ご
こ
ろ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
十
三
夜 

義 

子 

落
葉
掃
く
後
姿
の
夾
か
な 

幸 

男 

あ
ま
り
に
も
に
わ
か
の
寒
に
構
え
な
く 

光 
子 

ア
イ
ー
ダ
を
は
ね
て
見
上
ぐ
る
冬
の
星 

あ
き
子 

長
編
を
斜
め
読
み
す
る
夜
長
か
な 

紀 

子 

懐
か
し
き
人
の
笑
顔
や
秋
バ
ザ
ー 

せ
つ
子 

長
き
夜
や
昔
語
り
の
聞
き
役
に 

佐
知
子 

漸
寒
の
古
書
肆
に
求
む
罪
と
罰 

の
ぼ
る 

秋
の
蝶
狂
ふ
が
ご
と
く
舞
ひ
に
け
り 

ひ
ろ
し 

贈
ら
れ
し
首
飾
り
付
け
夜
長
か
な 

瑞 

子 

柿
一
顆
食
べ
を
り
亡
夫
の
年
越
え
て 

洋 

子 

毎
月
第
一
水
曜
日
午
後
一
時
半 

マ
リ
ア
館
一
階
集
会
室 
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